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民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
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法
の
一
部
改
正
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第
一
条

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
及
び
第
四
十
四
条
の
二
」
を
「
、
第
四
十
四
条
の
二
及
び
第
四
十
四
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
適
用
）

第
四
十
四
条
の
三

第
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
民
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
作
成
及
び
備
置
き
、
第
二
十

八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
作
成
及
び
備
置
き
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
並
び
に
第
三
十
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
作
成
及
び
備
置
き
に
つ
い
て
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
九
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
当
該
保

存
等
に
つ
い
て
規
定
す
る
法
令
（
会
計
検
査
院
規
則
、
人
事
院
規
則
、
公
正
取
引
委
員
会
規
則
、
国
家
公
安
委
員
会
規
則

、
公
害
等
調
整
委
員
会
規
則
、
公
安
審
査
委
員
会
規
則
、
中
央
労
働
委
員
会
規
則
及
び
船
員
中
央
労
働
委
員
会
規
則
を
除

く
。
）
を
所
管
す
る
内
閣
府
又
は
各
省
の
内
閣
府
令
又
は
省
令
」
と
あ
る
の
は
、
「
内
閣
府
令
（
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
第
九
条
第
二
項
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
以
外
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
の
条

例
）
」
と
す
る
。
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第
二
章

総
務
省
関
係

（
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二
を
第
三
十
二
条
の
三
と
し
、
第
三
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

第
三
十
二
条
の
二

第
十
六
条
及
び
第
十
九
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
す
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者

等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第

三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
九
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
す
べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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第
二
百
四
十
六
条
第
七
号
及
び
第
八
号
中
「
第
百
九
十
一
条
」
を
「
第
百
九
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
七
第
一
項
、
第
七
十
二
条
の
八
十
四
第
一
項
、
第
七
十
三
条
の
八
第
一
項
、
第
七

十
四
条
の
七
第
一
項
、
第
七
十
七
条
第
一
項
、
第
百
五
十
五
条
第
一
項
、
第
百
八
十
八
条
第
一
項
、
第
二
百
六
十
四
条
第
一

項
、
第
二
百
九
十
八
条
第
一
項
、
第
三
百
五
十
三
条
第
一
項
、
第
四
百
五
十
条
第
一
項
、
第
四
百
七
十
条
第
一
項
、
第
五
百

二
十
五
条
第
一
項
、
第
五
百
八
十
八
条
第
一
項
、
第
六
百
七
十
四
条
第
一
項
、
第
六
百
九
十
九
条
の
五
第
一
項
、
第
七
百
条

の
八
第
一
項
、
第
七
百
条
の
五
十
九
第
一
項
、
第
七
百
一
条
の
五
第
一
項
、
第
七
百
一
条
の
三
十
五
第
一
項
、
第
七
百
七
条

第
一
項
及
び
第
七
百
三
十
三
条
の
四
第
一
項
中
「
作
成
」
の
下
に
「
又
は
保
存
」
を
加
え
る
。

第
七
百
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
表
の
各
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
当
該
各
号
の
中
欄
に
掲
げ
る
地
方
税
関

係
書
類
（
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
地
方
税
関
係
書
類
に
記
載
さ
れ
て

い
る
事
項
を
総
務
省
令
で
定
め
る
装
置
に
よ
り
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
下
欄
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に
掲
げ
る
地
方
団
体
の
長
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
承
認
を
受
け
た
地
方

税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
つ
て
当
該
承
認
を
受
け
た
地
方
税
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

地
方
税
関
係
帳
簿
又
は
地
方
税
関
係
書
類
（
以
下
本
章
に
お
い

第
七
百
四
十
九
条
第
三
項
中
「
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る

て
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
」
と
い
う
。
）
」
を
「
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
（
地
方
税
関
係
帳

簿
又
は
地
方
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
本
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
承
認
を
受
け
て
い

る
も
の
」
に
、
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
を
「
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
に
改
め
る
。

第
七
百
五
十
条
第
二
項
中
「
同
項
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
三
項
」
を
、
「
種
類
、
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
の
承
認
を

受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
を
、
「
概
要
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ

て
は
当
該
地
方
税
関
係
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
装
置
の
概
要
、
」
を
加
え
、
同
項
た
だ

し
書
中
「
が
、
当
該
承
認
」
を
「
が
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
承
認
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
（
地
方
税
関
係
帳

簿
又
は
地
方
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
本
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一

項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
」
に
改
め
る
。
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第
七
百
五
十
一
条
第
一
項
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に

、
「
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
」
を
「
、
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
（

以
下
本
章
に
お
い
て
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
「
同
条
第
二
項
」

の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八

条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。

第
七
百
五
十
二
条
第
一
項
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に

改
め
、
「
、
又
は
同
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
「
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
同
条
各
項

」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に
改

め
る
。

第
七
百
五
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
」
に
改
め

る
。第

七
百
五
十
四
条
中
「
同
条
第
二
項
中
「
同
項
」
の
下
に
「
又
は
同
条
第
三
項
」
を
加
え
、
「
が
、
当
該
承
認
」
と
あ
る

の
は
「
が
、
前
条
第
二
項
の
承
認
」
を
「
種
類
、
同
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
」
と
あ
る
の
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は
「
種
類
、
」
と
、
「
概
要
、
同
条
第
三
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
地
方
税
関
係
書
類
に
記
載

さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
装
置
の
概
要
、
」
と
あ
る
の
は
「
概
要
」
と
、
「
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項

」
と
あ
る
の
は
「
前
条
第
二
項
」
に
、
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
」
に
改
め

、
「
の
い
ず
れ
か
」
を
削
り
、
「
の
全
部
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
」
と
あ
る
の
は
」
に
改
め
、
「
（
当
該
承
認
を
受
け
て
い

る
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
を
い
う
。
以
下
本
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
全
部
」
、
「
、
「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同

条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
」
及
び
「
、
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
の
種
類
」
と
あ
る
の

は
「
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
の
種
類
」
と
、
「
電
磁
的
記
録
に
係
る

承
認
済
地
方
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
と
あ
る
の
は
「
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
係
る
承
認
済
地
方
税
関
係
帳

簿
書
類
に
」
と
」
を
削
り
、
「
代
え
、
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
代
え
、
」
を
「
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
、
「
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
同
条
第
一
項
、
第
二
項

又
は
第
三
項
」
と
」
を
削
る
。

第
七
百
五
十
四
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
適
用
除

外
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
並
び
に
第
四
百
六
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
、
第
四
百
六
十
五
条
第
三
項
及
び
第
四
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項
、
第
七
百
条
の
二
十
二
の
二
第
六
項
並
び
に
第
七
百
条
の
二
十
二
の
五
第
七
項
」
に
改
め
、
「
第
六
条
」
の
下
に
「
並
び

に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四

加
え
る
。

十
九
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
」
を

第
七
百
五
十
六
条
第
一
項
中
「
第
七
百
四
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
七
百
四
十
八
条
各
項
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
」
に
改
め
る
。

（
行
政
書
士
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
及
び
第
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
関
係
書
類
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又

は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
政
党
助
成
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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（
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
）

第
三
十
八
条
の
二

第
十
五
条
第
四
項
（
第
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
保
存
す

べ
き
書
類
に
つ
い
て
は
、
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（

平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
章

財
務
省
関
係

（
相
続
税
法
等
の
一
部
改
正
）

第
七
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
作
成
」
の
下
に
「
又
は
保
存
」
を
加
え
る
。

一

相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
六
十
条
第
一
項

二

納
税
貯
蓄
組
合
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
一
条
第
一
項

三

税
理
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
七
号
）
第
三
十
四
条

四

酒
税
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
六
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
第
五
号

五

酒
税
の
保
全
及
び
酒
類
業
組
合
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
七
号
）
第
九
十
一
条
第
一
項

六

租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
七
条
の
十
一
の
三
第
十
項
、
第
六
十
六
条
の
四
第
七
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項
、
第
六
十
八
条
の
三
の
五
第
六
項
及
び
第
六
十
八
条
の
八
十
八
第
六
項

七

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
百
四
十
一
条

八

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
九
十
七
条
第
一
項
第
二
号

九

所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
百
三
十
四
条
第
一
項

十

法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
百
五
十
三
条
第
一
項

十
一

租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律

第
四
十
六
号
）
第
九
条
第
一
項

十
二

消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項

十
三

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項

十
四

内
国
税
の
適
正
な
課
税
の
確
保
を
図
る
た
め
の
国
外
送
金
等
に
係
る
調
書
の
提
出
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法

律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
七
条
の
九
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
」
を
「
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
適
用
除
外
」
に
、
「
国
税
関
係
帳
簿
書
類
（
以
下
「
電
磁
的

記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
」
を
「
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
」
に
、
「
関
税
関
係
帳
簿
書
類
（
関
税
関
係
帳
簿

又
は
関
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
関
税
関
係
帳
簿
書
類
」
を
「
関
税
関

係
帳
簿
書
類
（
関
税
関
係
帳
簿
又
は
関
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」

を
「
第
四
条
各
項
」
に
、
「
前
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
を
「
前
条
各
項
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「

第
四
条
各
項
」
に
改
め
る
。

第
九
十
四
条
第
二
項
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
適
用
除
外
」
を
「
行
政
手

続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
適
用
除
外
」
に
改
め
、
同
項
の
表
中
「
国
税
関
係
帳
簿
書
類

（
以
下
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
」
を
「
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
」
に
、
「
関
税
関
係
帳
簿
書
類

（
関
税
関
係
帳
簿
又
は
関
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
以
下
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
関
税
関
係
帳
簿
書

類
」
を
「
関
税
関
係
帳
簿
書
類
（
関
税
関
係
帳
簿
又
は
関
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
」
に
改
め
る
。

第
百
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
関
係
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の

保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

作
成
又
は
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磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算

機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の

保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に

作
成
又
は

お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代

え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
第
四
号
の
二
及
び
第
五
号

に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

（
た
ば
こ
耕
作
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

た
ば
こ
耕
作
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の

意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
と

み
な
す
。
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（
通
関
業
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
ロ
中
「
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
十
八
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法

律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
保
存
義
務
者
は
、
国
税
関
係
書
類
（
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
の
全
部

又
は
一
部
に
つ
い
て
、
当
該
国
税
関
係
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
財
務
省
令
で
定
め
る
装
置
に
よ
り
電
磁
的
記
録

に
記
録
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
所
轄
税
務
署
長
等
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当

該
承
認
を
受
け
た
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
承
認
を
受
け
た
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
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代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
（
以
下
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
電
磁
的

記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
を
「
国
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
二
項
」
の
下
に
「
又
は
第
三
項
」
を
、
「
種
類
、
」
の
下
に
「
同
条
第
二
項
の
承
認
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
を
、
「
概
要
」
の
下
に
「
、
同
条
第
三
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て

同
項
た
だ
し
書

は
当
該
国
税
関
係
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
装
置
の
概
要
、
」
を
加
え
、

が
、
当
該
承
認
」
を
「
が
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
承
認
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項

中
「

又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
の
い
ず

れ
か
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に
、
「
、
電
磁
的
記
録
に
係
る
承

認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
」
を
「
、
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お

い
て
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」

に
改
め
、
「
同
条
第
二
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
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「
第
四
条
各
項
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
中
「
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
「
第
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
に
、
「
が
、
当
該
承
認
」
と
あ
る
の
は
「
が
、

前
条
第
二
項
の
承
認
」
を
「
種
類
、
同
条
第
二
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
」
と
あ
る
の
は
「
種
類
、

」
と
、
「
概
要
、
同
条
第
三
項
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
国
税
関
係
書
類
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事

項
を
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
装
置
の
概
要
、
」
と
あ
る
の
は
「
概
要
」
と
、
「
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は

「
前
条
第
二
項
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
」
に
改
め
、
「
の
い
ず
れ
か
」
を
削
り
、
「
の

全
部
」
と
あ
る
の
は
」
を
「
」
と
あ
る
の
は
」
に
、
「
（
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
全
部
」
を
「
」
と
、
「
第
四
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
、
「
同
条
第
二
項
」
と

あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
と
」
及
び
「
、
「
電
磁
的
記
録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
種
類

」
と
あ
る
の
は
「
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
種
類
」
と
、
「
電
磁
的
記

録
に
係
る
承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
に
」
と
あ
る
の
は
「
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
係
る
承
認
済
国
税
関

係
帳
簿
書
類
に
」
と
」
を
削
る
。
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第
九
条
の
二
の
見
出
し
を
「
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
適
用
除
外
）
」
に

改
め
、
同
条
中
「
作
成
等
）
」
の
下
に
「
並
び
に
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

号
）
第
三
条
（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
保
存
）
及
び
第
四
条
（
電
磁
的
記

百
四
十
九

録
に
よ
る
作
成
）
」
を
加
え
る
。

第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
四
条
各
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章

厚
生
労
働
省
関
係

（
児
童
福
祉
法
等
の
一
部
改
正
）

「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的

第
十
二
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中

方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子

計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁

的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
四
第
一
項

一

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
九
条
の
六
第
一
項

二
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結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項

三

麻
薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
八
条
の
十
六
第
一
項

四

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

五

社
会
福
祉
施
設
職
員
等
退
職
手
当
共
済
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
五
号
）
第
二
十
三
条
第
一
項

六

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
十
六
条
第
一
項

七

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
七
条
の
二
十
九
第
二
項

八

雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
七
十
九
条
第
一
項

九（
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
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の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
六
の
十
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
六
第
一
項
中
「
、
診
療
録
そ
の
他
の
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記

録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
生
活
保
護
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
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む
。
第
五
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

（
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

生
活
衛
生
関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条

次
の
一
項
を
加
え
る
。

に

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監

事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

（
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
十
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
る
。
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第
三
十
九
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ

れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
及
び
次
条
第
八
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

（
じ
ん
肺
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て

電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る

記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
労
働
災
害
防
止
団
体
法
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

労
働
災
害
防
止
団
体
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

３
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ



- 21 -

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
社
会
保
険
労
務
士
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

社
会
保
険
労
務
士
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
号
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
、
備

付
け
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
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る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方

式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計

算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当

該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
る
。
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第
九
十
六
条
第
二
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
、
備
付
け

又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中

的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電

子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電

磁
的
記
録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

一

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十
六
条
第
一
項

二

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
四
十
三
条
第

一
項

三

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

十
号
）
第
八
十
五
条
第
一
項

第
五
章

農
林
水
産
省
関
係
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（
農
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
の
十
二
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
農
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
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る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
獣
医
師
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

獣
医
師
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
検
案
簿
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を

含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
家
畜
商
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
備
付
け
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、

磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
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に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
備
付
け
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記

録
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
肥
料
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
二
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式

、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算

機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
、
備
付
け
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該

電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
、
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
第
六
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

（
漁
船
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

漁
船
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
第
一
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
備
付
け
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方

式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情



- 27 -

報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
備
付
け
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む

。
）
」
を
加
え
る
。

（
家
畜
改
良
増
殖
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
（
こ
れ
ら
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含

む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

（
漁
船
損
害
等
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条

次
の
一
項
を
加
え
る
。

に

４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
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る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
中
小
漁
業
融
資
保
証
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条

次
の
一
項
を
加
え
る
。

に

４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の
意

見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
と
み

な
す
。

（
農
業
信
用
保
証
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

農
業
信
用
保
証
保
険
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
四
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

前
項
の
監
事
の
意
見
書
又
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
に
記
載
す
べ
き

事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め

る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の
意
見
書
又
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監
査
法
人
の
監
査
報
告
書
の

添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
又
は
公
認
会
計
士
若
し
く
は
監

査
法
人
の
監
査
報
告
書
を
添
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
漁
業
災
害
補
償
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
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の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
林
業
種
苗
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
関
係
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
備
付
け
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁

気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
備
付
け
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録

を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
森
林
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

森
林
組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
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よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監

事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
六
章

経
済
産
業
省
関
係

（
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
各
項
」
に
改
め
、
同
項

を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の

意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
と

み
な
す
。
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（
商
工
会
議
所
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

商
工
会
議
所
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
九
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監

事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
頭
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

（
商
工
会
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

商
工
会
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

４
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
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よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
五
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
は

、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
五
十
七
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
の
添
付
を
も
つ
て
、
当

４
該
監
事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
連
合
会
の
会
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書

を
添
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
六
十
五
条
第
二
号
中
「
（
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
商
店
街
振
興
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

商
店
街
振
興
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
二
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
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よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監

事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
七
章

国
土
交
通
省
関
係

（
土
地
区
画
整
理
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
別
段
の
定
」
を
「
別
段
の
定
め
」
に
、
「
除
く
外
」
を
「
除
く
ほ
か
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七

項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。
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第
百
四
十
四
条
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
七
項
」
を
「
第
二
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
内
航
海
運
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

内
航
海
運
組
合
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
の
見
出
し
中
「
備
付
」
を
「
備
付
け
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
を
第
四
項
と
し

、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の

と
み
な
す
。

（
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
帳
簿
書
類
」
の
下
に
「
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気

的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に

よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を

含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

（
船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

船
員
災
害
防
止
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
四
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
・
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も

つ
て
、
当
該
監
事
の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
会
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書

を
添
付
し
た
も
の
と
み
な
す
。
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（
都
市
再
開
発
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、

第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
百
四
十
六
条
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
農
住
組
合
法
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

農
住
組
合
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。
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４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
つ
て
、
当
該
監
事
の
意

見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
と
み

な
す
。

（
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
っ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も
の
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と
み
な
す
。

第
百
四
十
八
条
第
三
項
及
び
第
三
百
十
九
条
第
二
号
中
「
第
二
十
七
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
中
第
七
項
を
第
八
項
と
し
、
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

前
項
の
監
事
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的

方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ

る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
の
添
付
を
も
っ
て
、
当
該
監
事

の
意
見
書
の
添
付
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
理
事
長
は
、
当
該
監
事
の
意
見
書
を
添
付
し
た
も

の
と
み
な
す
。

第
百
三
十
八
条
第
二
号
中
「
第
二
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

附

則
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（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
税
法

第
七
百
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
項
第
三
号
の
規
定
（
同
法
第
七
百
四
十
八
条
第
三
項
の
承
認
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
七
百
五
十
条
第
二
項
中
「
三
月
前
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
前
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
月

」
と
あ
る
の
は
「
八
月
」
と
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
三
月
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
」
と
す
る
。

（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
子
計

算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
二
項
及
び
第
五
項
第
三

号
の
規
定
（
同
法
第
四
条
第
三
項
の
承
認
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
六
条
第
二
項
中
「
三
月

前
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
前
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
六
月
」
と
あ
る
の
は
「
八
月
」
と
、
同
条
第
五
項
第
三
号
中
「
三
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月
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
」
と
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
二
十
条
中
「
に
掲
げ
る
」
を
「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
第
七
項
」
を

「
第
二
十
八
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
不
動
産
取
引
の
円
滑
化
の
た
め
の
地
価
公
示
法
及
び
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
改
正
）

第
六
条

不
動
産
取
引
の
円
滑
化
の
た
め
の
地
価
公
示
法
及
び
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
う
ち
、
不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
第
二
章
中
第
三
節
を
第
四
節
と
し
、
第
二
節
の
次
に
一
節
を
加
え
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る
改
正
規
定
中
第
十
四
条
の
十
一
第
一
項
に
係
る
部
分
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
法
第
四
十
一
条
第
二
号
及
び

第
四
十
二
条
の
改
正
規
定
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
四
十
五
条
第
一
項
中
「
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
」
を
削
る
。




